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カスタム動作で⾃作のPythonファイルを使⽤する

GOAL
1.⾃作Pythonファイル関数を使⽤したカスタム動作を作成できるようにする

2.作成したカスタム動作でテスト実⾏できることを確認する

使⽤した環境・バージョン
OS : Windows10 64bit

ブラウザ︓Chrome 103.0.5060.134

T-DASH︓ 1.4.000

⼿順
1. 動作定義-> カスタム動作を選択

2. +新規カテゴリ作成ボタンを押下して任意のカテゴリを作成 

3. +カスタム動作を追加ボタンを押下
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4. 動作名、フォーマットを任意で⼊⼒ ※今回例では設定値を使⽤するキーワードフォーマットを作成します

5. +ライブラリを追加するボタンを押下して⾃作ライブラリのフォルダを開くリンクを押下
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6. ⾃作したPythonファイルを格納

今回⾃作したPythonファイルの中⾝

from robot.api.deco import keyword 
from openpyxl import Workbook 
 
 
def create_excel1(): 
    print("create_excel1") 
    wb = Workbook() 
    wb.save("sample.xlsx") 
 
 
@keyword('「${value}」のファイル名でエクセルファイルを作成する') 
def create_excel2(value): 
    print("create_excel2") 
    wb = Workbook() 
    excelFileName = value + ".xlsx" 
    wb.save(excelFileName) 
 

7. 再読み込みリンク -> +ボタン押下で⾃作Pythonファイルを追加
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8. ⾃作Pythonファイルで使⽤しているライブラリをインストール ※Python標準のライブラリであれば追
加不要

9.テストシナリオを選択して任意のテストシナリオ、テストケースを作成
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10.テストケースリンクを押下->作成したカスタム動作⼿順を追加して保存 ※今回の例では設定値に⼊⼒した値
でエクセルファイルが作られます

11.選択したテストを実⾏するを押下してテスト実⾏

12. テストレポートを開くを押下->LOGボタン押下でカスタム動作の関数が呼ばれていることを確認
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今回の例ではtdash.exe配下にエクセルが作成される


